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中学校・高等学校における
ICT活用事例



西武台新座中学校の
取り組み



西武台新座中学校・西武台高等学校の紹介

西武台新座中学校 西武台高等学校

9年目 創立 40年目

約120人 生徒数 約1300人

18人 教員数 約100人

iPad 端末 Chromebook

9年前 時期 4年前(全学年2年目)

同じ学校だが、
機器やICT導入時期には差がある。

デメリット？メリット？



中高一貫校でのICT活用の導入段階

□第1段階・・・モデル授業づくり
【開校～3年目】

□第2段階・・・全授業へ
【4年目～現在】

□第3段階・・・全学校生活へ
【7年目～現在】



モデル授業づくり

□総合的な学習の時間での実践

iPadをどう使う？
スタジオ型教室(SACLA)をどう使う？



チャレンジ学習【AL型授業】

□班ごとに課題を見つけ、
課題にアプローチしていく。



チャレンジ学習【今年度1年生】

□コロナ禍に未来の後輩に出来ること



チャレンジ学習【上級生】

□コロナの影響で修学旅行等の中止

□SDGｓへの取り組み
・学校で出来るチャレンジ活動の充実

・1年→学校でチャレンジ
・2年→地域でチャレンジ △
・3年→海外でチャレンジ ×

□大学生との共通の課題にチャレンジ
・オンラインでの課題共有、発表



第1段階で得られたもの

西武台モデルの確立

□生徒のICTリテラシー力の向上
・情報検索、プレゼン、動画編集 など

□教員のICTリテラシー力の向上
・使い方、使わせ方、授業づくり など



全授業への導入

□生徒による教え合いの授業



全授業への導入

□ディベート型授業の実践



全授業への導入

□Jamboardで意見の交換



全授業への導入

□通常授業とオンラインの融合



全授業への導入

□休み時間を有効に



全授業への導入

□授業の振り返りを大切に



第2段階で得られたもの

生徒の満足度
教員同士の刺激

□生徒の思考力・判断力・表現力

□生徒のエンゲージメントの向上



全学校生活へ

□Classiの導入
・学校行事等へのe-ポートフォリオ
・e-ラーニング教材の配信
・保護者との連絡ツール

□iPadを常に生徒の手元に



全学校生活へ

□学年企画「SNSの使い方」
リアルタイムで

意見
見えない楽しさ

目の前にいる人
への書きにくさ



全学校生活へ

□三者面談での成長プレゼン
→溜めた記録の活用



西武台高等学校の
取り組み



西武台高校での導入のポイント

□機器稼働率を上げるコンテンツ導入
・Classi
・すらら
・Classroom

□機器稼働率を上げる仕組み導入
・e-ポートフォリオ
・朝活動でのすらら実践
・英検習得活動
・校内研修



西武台高校での導入のポイント

□Chromebookを使った朝活動

配信されたポートフォリオに取り組む



西武台高校での導入のポイント

□電子黒板を使った授業

答えの根拠は？



西武台高校での導入のポイント

□先生たちのスキルも向上

入試問題を解説



西武台高校での導入のポイント

□生徒がプレゼンする機会も

内進生は高校でも授業はアクティブに



今後の取り組み

□オンデマンド型教材の活用
・欠席者への対応教材
・自習はオンデマンドで

□クエスト型のオンライン教室の開設
・学年を飛び越え、興味のある学習へ

□オンラインでの外部とのつながり
・中高大接続


